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　平成28年4月16日（土）尾張支部平成28年度の
総会を名古屋文理大学文化フォーラム（稲沢市
民会館）小ホールで開催しました。
　工業会から水嶋敏夫理事長、内藤克己常務理
事、大学から鵜飼裕之学長のご来賓をまた、講
演をお願いした北川啓介准教授に列席頂きまし
た。参加者は来賓者を含め45名でした。更に特
別講演とミニコンサートへは家族・知人・一般
の方々 27名にも参加していただきました。今
回は平成13年以降卒業の若い５名が参加してい
ただいたことは特筆すべきことでした。
　第１部の支部総会は音無支部長挨拶。次いで
来賓祝辞として水嶋理事長及び鵜飼学長よりそ
れぞれ近況と今後の方針等をご説明いただきま
した。続いて、音無支部長より平成27年度事業
報告、大竹会計幹事より会計報告、山内監事よ
り会計監査報告がそれぞれあり、支部長より平
成２８年度の事業計画（案）の説明あり、全議題
の承認を得た。
　第２部は特別講演。名古屋工業大学大学院工
学研究科准教授・北川啓介先生（SA⑧）より『尾
張名古屋の文物多様性および現地で膨らます世
界一軽量な住宅の開発』と題してお話していた
だきました。尾張藩から継承されてきた名古屋
界隈の衣食住の物づくり文化と世界初の産物の
紹介、その中に通底するこの地方独自の物づく
りメカニズムの解明しつつ、その延長線上にあ
る先生の研究室で取り組んでいる「世界一軽量
で安価な住宅の開発」についての講演で、大変
興味深いもので好評でした。先生が挑戦してい
るプロジェクトで使用素材・構造では意外性や
発想力等は正にこの地方で継承されてきた物づ
くり文化の現代版であることを如実に物語って
いる。折しも熊本地震直後だったため、今後予
想される東南海地震発生前に先生の研究が具現
化することを望む声が会場から上がった。

平成28年度 尾張支部総会報告

　第３部はミニコンサート。ソプラノ・大梅慶
子さん、メゾソプラノ・和田紗波さん、ピア
ノ・戸谷誠子さんでモーツァルト作曲のオペラ
『フィガロの結婚』を中心に若い歌手の歌唱力を
堪能した。
　出演者の要望により日本の歌以外の歌の歌詞
集を初めて作成し参加者全員に配布した。
　第４部は記念撮影。ミニコンサート出演者に
も入って頂いてのスナップです。

　第５部は懇親会。玉田前支部長の乾杯の音頭
をお願いし、ミニコンサート出演者も加わり、
立食パーティーで歓談。ミニコンサート出演者
２人は東京藝術大学に在籍中の若手のホープで
和やかな雰囲気に包まれた。今回初参加者の
M35卒の高木三則氏と田淵敬信氏両名の自己紹
介を途中で挟み、最後に全員で｢東海の邦のほ
まれに｣を斎唱し、中締めを伊藤美保副支部長
（D44）の音頭で一本締め後お開きとなった。

記：音無通男（W41）
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　（一社）名古屋工業会岐阜支部の平成28年度総
会及び懇親会を、平成28年5月14日（土）午後5時
から岐阜駅前のホテルリソル岐阜に於いて開催
しました。岐阜支部は、今年度から工業化学科、
合成化学科、高分子工学科の合同幹事による初
めての総会になり、気を引き締めて開催運営す
ることにしました。
　例年通り総会前に支部活性化事業の一つとし
て講演会を行い、今年度は、名工大電子工学科
卒業生のＮＨＫ岐阜放送局局長である山内雄敦
（Es57）にお願いし講演していただきました。演
題は、二部構成とし、前半は「時間からみる日
本人の生活～ＮＨＫ放送文化研究所　2015調査
報告より～」、後半は「大河ドラマ真田丸制作の
舞台裏」について講演していただきました。具
体的には、前半ではメディアの多様化に伴い国
民の時間の使い方が変化しており、テレビを見
る時間が減少してきたことなどを、また、後半
では「真田丸」の制作現場の様子を映像を使って
説明いただきました。特に、「真田丸」の撮影・

岐阜支部 平成28年度総会報告
制作に関して、初めて知ることも多く、大変興
味ある内容でした。
　一旦休憩した後、平成28年度岐阜支部総会を
開催しました。最初に元島支部長（D40）より開
会挨拶の後、来賓の鵜飼裕之名古屋工業大学学
長、続いて名古屋工業会水嶋敏夫理事長と卒業
生連携室長の仁科健先生に挨拶をしていただき
ました。鵜飼学長より学科の再編成など大学の
現状と課題について、水嶋理事長より名古屋工
業会の現状と会員対応や広報など今後の事業内
容についてお話しいただきました。その後５議
案を上程し、報告・協議し、滞りなく議決して
いただき、議事を終了しました。
　総会終了時に、参加者全員で集合写真を撮影
した後、懇親会を行いました。今回の参加者は
前年よりやや減少し、岐阜支部幹事として、今
後の活性化に向けた課題とし取り組んでいく必
要があると考えています。

記：関尾 光正（D41）

講演会の様子 総会終了後の集合写真
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　平成28年度の名古屋工業会大阪支部・計測会
大阪支部共催行事を4月2日に開催しました。
　第１部は、大阪城についての再勉強を目的と
し、散策会【大阪城って、こんな所もあるん会】
を開催しました。第２部は、先輩－後輩、他学
科間の交流を目的とし、大坂城近くの京阪天
満橋駅前にある「錦城閣」で懇親会を開催しまし
た。詳細は以下の通りです。

１部テーマ：散策会【大阪城って、こんな所も
あるん会】
　１部参加者は23名（F12名）でした。
　集合時間は昼過ぎの2時、集合場所は大坂城
森ノ宮駅前の噴水前の音楽堂です。桜も丁度見
頃で観光客も多く大阪城内も大阪城外も大変な
賑わいでした。散策会案内人は加瀬計測会大阪
支部長自ら行って頂きました。風もなく少し汗
ばむ気温の中、加瀬さんの案内で全員大阪城を
ぐるりと歩きました。加瀬さんは「古地図を片
手に大阪散歩」で鍛えているとあって存分に実
力を発揮して頂きました。万歩計を持っていた
人に確認しますと全工程でおよそ１万６千歩で
あったようです。１部の最後は京阪天満橋駅で
解散しました。
　以下は散策会【大阪城って、こんな所もある
ん会】で歩いたコースです。

　＜【大阪城って、こんな所もあるん会】散策
コース＞
1.集合場所の音楽堂　→　2.弓道場　→　3.社
会運動の碑　→　4.ＯＢＰ前の第二寝屋川で
川べりの桜の写真記念撮影　→　5.桃の花が
きれい桃園　→　6.北外堀　→　7.砲兵工廠
→　8.筋金門跡　→　9.明治天皇聖躅　→10.
西外堀　→　11.教育塔　→　12.大手門から
中へ　→　13.多門櫓の桜　→　14.大手口枡
形の巨石　→　15.城内の桜　→　16.石山本

大阪支部・計測会 大阪支部共催 
「散策会【大阪城って、こんな所もあるん会】」についてのご報告

願寺推定地　→　17.桜門　→　18.桜門枡形
の巨石　→　19.大阪市立博物館　→　20.豊
臣期詰ノ丸石垣発掘現場　→　21.爆風でず
れた石垣　→　22.山里丸石垣の機銃掃射痕
→　23.こま犬　→　24.京橋口枡形の巨石　
→　25.日本経済新聞社前の石垣　→　26.第
一部解散場所（京阪天満橋駅）

２部テーマ：懇親会
　２部参加者は20名（F13名）でした。
　大阪城近くの京阪天満橋駅前の「錦城閣」で行
い大変盛り上がりました。また窓から見える大
川の夜桜が大変幻想的で、2年ぶりに開催しま
した工業会と計測会の共催行事を祝福している
ようでした。２部の最後はF58郡さんの一本締
めで終わり解散しました。
　以下は２部懇親会の内容です。

　＜懇親会＞
　①木越工業会大阪支部支部長挨拶
　②守田計測会会長挨拶
　③岡崎工業会大阪支部副支部長　工業会入会
　　へのお誘い挨拶
　④それ以外の皆さんも順番に挨拶
　⑤歓談
　⑥最後にF58郡さんの音頭で一本締め。

記：坂尾　健司（F55）
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　名窯会大阪支部と名古屋工業会大阪支部共催
の亀の瀬地すべり見学会は、国土交通省近畿地
方整備局大和川河川事務所が設定されている見
学会に申し込みを行い、好天のもと下記のよう
に実施されました。
日　　時：平成28年5月2日（月）
　　　　　14：30 ～ 16：30
見学場所：亀の瀬地すべり資料室および
　　　　　地すべり対策施設等
　　　　　（大阪府柏原市大字峠）
内　　容：地すべり状況とメカニズムの解

説、地すべり対策施設見学、旧
関西本線亀の瀬隧道の遺構見学

説 明 者：大和川河川事務所調査課 細川晋
建設専門官、國松史裕砂防係長

参加者数：１４名
懇 親 会：がんこ平野郷屋敷

　当該地区は、生駒山地と金剛山地の間を大和
川が切り抜くように流れている地区で、古くか
ら奈良盆地から大阪平野へ抜ける交通の要衝と
されてきました。亀の瀬地すべりは、長い活動
史を持った日本の代表的な地すべりであり、幅
１km、長さ1.1km、すべり面の深さ約70m、推
定移動土塊量1500万ｍ3に及ぶ大規模のもので、

亀の瀬地すべり見学会報告
明治36年以降には明らかな記録が残っていま
す。特に大規模な地すべりは、昭和6～ 7年に
起こったものであり、地面に大きな亀裂が発生
し、地面が1日平均38cmも移動し、大和川の河
床隆起により川上側で浸水被害が起こり、国鉄
関西本線のトンネルが崩壊して不通になった記
録が残っています。当時の対策工事は国の直営
で行われることになり、河床の掘削工事、鉄道
の付け替え工事が実施されました。昭和42年に
も水平距離で26mも移動する地すべりが発生し
ました。
　建設省による対策工事は、昭和34年から調査、
昭和37年から対策工事が開始され、平成22年ま
でに総額850億円をかけた抑制工（排土工、排水
工）と抑止工（深礎工、鋼管杭工）が施工されま
した。現在、監視システムで変位が認められて
いないことが確認されています。資料室の各種
資料、排水トンネル、集水井、工事中に発見さ
れた地すべりで崩壊した鉄道トンネルの遺構
を、懇切な説明を聞きながら見学し、知見を深
めることができました。
　お世話になりました大和川河川事務所の担当
官の方々に、感謝申し上げます。

記：片岡宏治（Y40）

資料室前にて 排水トンネル前にて
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　隔年開催の三河支部総会を3月26日土曜日、
刈谷市産業振興センターにて開催いたしました
ので報告させて頂きます。当日は、名古屋工業
大学鵜飼学長、同西野洋一教授、名古屋工業会
水嶋理事長、同内藤常務理事、同篠田前理事長
ら多数の方を来賓に迎え、個人会員、職域会員
合わせて総勢47名の参加者となりました。
　講演会や懇親会も含めて大学やOB会の情報
を会員で共有し、大学で行われている研究に触
れられる機会として非常に有益な場となりました。
【三河支部総会】
　三河支部の活動報告、決算報告、次年度以降
の活動案について承認いただき、名古屋工業
会に関する情報を会員の皆様に展開いたしまし
た。また、提案案件である支部役員の改選時期
変更案について承認され、次年度より支部職域
役員と工業会代議員の任期を合わせることとな
りましたことをここに報告させて頂きます。
　さらに、鵜飼学長からは大学のトピックスや
将来の展望について、また水嶋理事長からは工
業会の活動について紹介いただきました。
【講演会】
　名古屋工業大学 西野洋一教授にお越しいた
だき、「廃熱を電気に変える熱電発電」という演
題で講演いただきました。
　大学での最新の研究を紹介してほしいという
会員の意見から、将来のエネルギー問題を解決
していくための有効な手段である同テーマにつ
いて、最先端の研究内容を実物によるデモも交
えながら楽しく紹介いただきました。
【懇親会】
　来賓の皆様にも参加いただき、各会員間だけ
ではなく幅広い交流の場となりました。
最後は、全員で校歌を歌い万歳三唱で次回以降
の再会を約して散会しました。

平成28年度 三河支部総会報告
　2016年4月1日本厚木カントリークラブで第
226回のコンペが開催されました。当クラブで
のコンペは例年桜開花時期に合わせて行われて
いまが今年は特に満開の桜の花の中で競技とな
りました。
　今回は久々に参加者30名となり新人として三
上雄二（A47）さん、林利信（Ｂ45）さん、ゲスト
として白井正紀（Ｂ45）さん、名工会名古屋ゴル
フ会から篠田陽史（M33)さん、森川民雄(W45)
さん、梶原俊彦（B45)さんの方々が初参加しま
した。
　競技はレギュラーティーでトータル6447ヤー
ドと長く、固められた高速ペンクロスグリーン
で球が止まらなく皆さん苦労していました。
　ラウンド終了後、参加者全員で表彰式と懇親
パーティーを開催致しました。
　成績はNET１位篠田さん、２位白井さん、
３位梶原さんと初参加の方が上位を全て占めら
れましたが、ゴルフ会規定によりNET４位で
関東支部最高齢93歳の小関健二（Ｍ18）さんが優
勝となりました。
　NET６位松下昭（E23）さんが順優勝、8位済
木良亮（D35）さんが３位とそれぞれ繰り上げと
なりました。
　なお済木良亮さん、伊藤禎治（A35）さんが傘
寿の祝いの記念品を清水剛（M45）さん、三上雄
二さんが古希の祝いの記念品を最長老小関健二
さんより授与されました。
　次回227回は6月9日（木）佐倉カントリークラ
ブにて9：03スタート７組で予約済みです。た
くさんの方の参加を希望します。

記：実行委員　寒川修平（Ｅ48）
加藤精也（Ｄ36）

名工会東京支部 第226回ゴルフ大会報告
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　平成28年６月４日晴天の土曜日、歩行者天国
の東京都中央区銀座　「クルーズクルーズ・Ｇ
ＩＮＺＡ」で双友会東京支部の懇親会を開催し
ました。今年は東京支部が再開され23年目にあ
たります。名古屋からは双友会会長の森川民雄
氏（Ｗ45）がご参加くださいました。今回は３名
の初めての方も参加し、近いうちに若返ってゆ
く東京双友会を想起させるものでした。夕方５
時に昨年ご逝去された３名の方に黙祷した後、
初代双友会東京支部長の山田實氏（Ｗ23）のご発
声で乾杯をして懇親会は始まりました。
　森川民雄双友会会長（Ｗ45）からは、大学の概
況について説明を頂きました。
　①講堂の建て替えが終わったこと　②学生の
就職動向について　③新学科体制では高度工学
（従来の４年制）と創造工学( ６年制)が始まるこ
と　④新しい学科はＤ，Ｗ，Ｙで運営された生
命・応用化学科に変わり、⑤Ｗは「ソフトマテ
リアル分野」になるということです。
　目まぐるしく変わりゆく科学技術の革新に、
工学技術教育と研究体制の模索が続いている現
実を実感しました。
　さて今回は、本年春の叙勲で栄えある「旭日
重光章」を受賞された元帝人社長長島徹氏（Ｗ
40）もご参加頂き、祝賀会も兼ね懇親会に華を
添えました。長島徹氏は快活で明るく朗らかな
お人柄で、開発に営業に経営にご活躍され、社
業を牽引されたにとどまらず、経済同友会他で
のご活動等、幅広く産業界、経済界にご功績を
残されました。

第23回 双友会東京支部懇親会
　気取らない率直な語り口で受章の弁をお話し
下さり、我々双友会出席者一同大いに元気づけ
られ、「名古屋工業会と双友会」の誇りと矜持を
あらためて覚えました。本日は母校をしのび、
幸せな余韻に浸りながら又の再会を約し、夜の
銀座を後にしました。

出席者（敬称略）
森川民雄（Ｗ45），長島　徹（Ｗ40）、山田　實
（Ｗ23）、飯田秀郎（Ｗ33）、佐藤　誠（Ｗ33）、
與語達也（Ｗ36）、西口　浩（Ｗ37）、細井　勉
（Ｗ37）、倉島俊二（Ｗ38）、高瀬達也（Ｗ38）、
鷲見武彦（Ｗ40）、谷口庄平（Ｗ42）、魚住峰男
（Ｗ42）、印藤　嶠（Ｗ43）、箕浦憲彦（Ｗ45）、
児玉孝次（Ｗ45）、谷岡明彦（Ｗ45）、飯田哲哉
（Ｗ56）、青山裕樹（Ｈ13）

記：印藤嶠（Ｗ43）

双友会東京支部懇親会（平成28年6月4日）

夜の銀座四丁目交差点

銀座歩行者天国



佐　藤　光　正 Ｃ14
真　鍋　喜　雄 Ｃ14 H 28. 1.
小　里　　　清 Ｃ24
辻　井　　　淳 Ｃ30 H 26. 6. 24
石　川　金　治 Ｃ33 H 26. 2. 19
外　山　信　雄 Ｃ35 H 28. 4.
小　原　治　男 Ｃ37
桜　木　　　淳 Ｃ40 H 27. 11.
三　上　基　樹 Ｃ51 H 26. 10. 3
板垣（旧姓岡田）精治郎 Ａ８ H 27. 10. 20
帖　佐　恒　正 Ａ16
浜　本　敏　夫 Ａ21 H 27. 6. 27
青　沼　秀　夫 Ａ33
加　藤　生　見 Ｍ22 H 27. 9. 17
平　松　幸　一 Ｍ22 H 28. 1.
早　川　喜久治 Ｍ23 H 26. 8. 22
藤　田　　　要 Ｍ33 H 27. 11. 29
山　内　利　一 Ｍ33 H 24. 5. 28
松　波　正　寿 Ｍ34
木　村　金　治 Ｍ35 H 28. 2. 9 
原　田　　　積 Ｍ37 H 27. 
落　水　浩　光 Ｍ42 H 27. 8. 20 

訃　　　報
辻　　　良　男 Ｅ16 H 27. 3. 25
加　藤　克　巳 Ｅ20 H 24. 8. 19
繁　野　　　穣 Ｅ20 H 28. 1.
大　西　幸　夫 Ｅ36 
浅　野　勝　弘 Ｅ39
吉　村　幸　雄 Ｅ53
米　沢　　　敦 Ｗ20 H 27. 8. 21
魚　住　養　正 Ｗ22 H 27. 10. 22
今　枝　悦　夫 Ｗ23 H 27. 11. 24
大　西　良　三 Ｗ24 H 28. 4. 20
冨　田　禎　三 Ｗ33 H 28. 2. 15
小　谷　一　郎 Ｗ55 H 27. 9. 8
野　田　真　一 Ｄ十三 H 18. 6. 24
小　林　廣　士 Ｄ21 H 28. 2. 4
守　安　公　孝 Ｄ24 H 27. 12.
浅　井　富　保 Ｄ24 H 27. 11.
本　間　紀　夫 Ｄ24 H 27. 12.
古　田　　　寛 Ｋ21 H 28. 5. 2
戸　苅　吉　孝 Ｆ21 H 28. 2. 28
犬　飼　達　彦 Ｆ21 H 28. 1. 5
池　田　順一郎 Ⓚ

謹んで哀悼の意を表します。

　名古屋工業会では、平成28年5月21日開催の会員総会において「ごきそ」の電子化についてご承認を
いただきました。
　「ごきそ」は引き続き発行いたしますが、今後はホームページにより閲覧いただく方式とさせていた
だきます。
　過去４回に亘り「ごきそ」紙面においてご案内しましたとおり、急速に普及しているスマートホー
ンやタブレットにおいて、何時、何処でも閲覧いただくことが可能となります。
　また、過去の数年分においても掲載しますので、「ごきそ」の保管場所として利用いただけます。
　これにより、省資源、長期的な財政基盤の整備にも充当させていただくこことなります。
　是非とも、趣旨をご理解いただきご協力をお願いいたします。
　なお、会員の皆様には、８月以降、個別にご意向をお聞きするためお知らせをお送りしますので、
引き続き、「ごきそ」の郵送を希望される方は、その旨返信いただきますようお願いいたします。
　なお、ホームページの閲覧は、パソコン等の検索機能により名古屋工業会を検索願います。

『ごきそ』の電子化について（配布方法の変更のお願い）




